
 

 

 



 

  



 

～講評～ 

第 1 問 冷却曲線に関する問題でした。いずれも典型的な問題なので、完答してほしいところです。 

第 2 問 小問集合でした。問 1 問 2 は基本問題で落とせません。問 3 のセラミックスの正誤問題は、細かいところ

まで勉強していないと解けない問題でした。 

第 3 問 電離平衡の塩の加水分解の問題でした。典型的な上に丁寧な誘導もついているので、完答してほしい問題

です。 

第 4 問 銅と希硝酸の反応から体積や濃度などを求める総合的な問題でした。内容は難しくはありませんが、表の

値がきちんと比例していないので、その平均を求めたり、有効数字 3 桁なので途中は 4 桁以上で計算する必

要があるなど、解くのに時間がかかる問題でした。 

第 5 問 NMR から何種類の炭素原子や水素原子が存在するかを求める問題でした。丁寧に説明されていますし、類

題を解いたことのある受験生も多かったのではないでしょうか。 

第 6 問 有機化学の問題でした。異性体の個数以外は標準的で完答してほしい問題でした。問 7 は五員環の一つの

炭素原子に残り 2 個の炭素原子が結合する場合、エチル基が結合するときと、メチル基が２つ結合する場合

があることに注意する必要があります。 

第 7 問 ゴムに関する問題でした。合成高分子まできちんと勉強してきた受験生なら解けるはずの問題でした。 

 

難易度は前期と同程度でしたが、第 4 問と第 6 問の異性体を解くのに時間がかかったと思います。それ以外の問

題をミスなく解き切るという形でボーダーは 7 割前後になりそうです。 

 


